
 

船舶事故等調査報告書 

                                   平成２３年１０月２７日 

                             運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１１那第２２号 

事故等種類 衝突（防波堤） 

発生日時 平成２３年６月６日（月） １６時００分ごろ 

発生場所 沖縄県宜野湾
ぎ の わ ん

市宜野湾港北防波堤 

宜野湾港北防波堤灯台から真方位０９３°１７ｍ付近 

（概位 北緯２６°１６.７′ 東経１２７°４３.５′） 

事故等調査の経過  平成２３年６月８日、本事故の調査を担当する主管調査官（那覇事務

所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

水上オートバイ 海
うみ

感謝
かんしゃ

、０.１トン 

 ２９６－２３４５６沖縄、合資会社Ｏｈａｎａ Ｉｓｌａｎｄ 

 乗組員等に関する情報 船長、特殊小型船舶操縦士 

 死傷者等 負傷 ２人（船長及び同乗者１人） 

 損傷 船首防舷材剥離、右舷船首割損、船首警報盤破損、船体各部擦過傷多数 

 事故等の経過  本船は、船長１人が乗り組み、同乗者２人を乗せて宜野湾にあるマリー

ナを出航し、宜野湾港西防波堤を通過した直後、風波を受けて操縦ができ

なくなり、平成２３年６月６日１６時００分ごろ、宜野湾港北防波堤に衝

突した。 

本船は、来援した水上オートバイによってマリーナにえい
．．

航された。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 西南西、風力 ４、視界 良好 

海象：潮汐 下げ潮の末期 

 その他の事項  船長は、操縦免許を取得してから初めての操縦であった。 

乗船者は、全員が救命胴衣を着用していた。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

あり 

本船は、宜野湾にあるマリーナから出航中、宜

野湾港西防波堤を通過した際、船長が、操縦免許

を取得してから初めての操縦であり、操縦に慣れ

ていなかったことから、風を受けて操縦ができな

くなり、宜野湾港北防波堤に衝突した可能性があ

ると考えられる。 

原因  本事故は、本船が、宜野湾にあるマリーナから出航中、船長が、操縦に

慣れていなかったため、風を受けて操縦ができなくなり、宜野湾港北防波

堤に衝突したことにより発生した可能性があると考えられる。 

 




